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東日本大震災：グループでする心のケア「“絆”をつくるスマイルタイム」 

シルバーライニングプロジェクト代表 永田 陽子 

現代は、地域づくり－人と人のつながり－が問われている時代です。子ども、若者、親、高齢者とどの世代

もつながりあうことが難しくなってきています。2011 年の東日本大震災は、我々が忘れかけていた“絆”の

大切さを浮き彫りにし、今後の地域づくりの方向性を示してくれたように思います。 → 裏へ続く 

大熊町「スマイルタイム（シルバーライニング）」の３年目を迎えて  

                       理事長 福川 須美 

東日本大震災から２年が過ぎましたが、人々の生活の復興は遅々として進んでいないように感じます。原発立地

の大熊町は会津若松市内に全町が避難し、市内河東町大田原には再生された大熊町立大野小学校、熊町小学校があ

ります。ここで、私たち子ども家庭リソースセンターは、シルバーライニングと名付けられたアメリカ発信の心の

ケアにとりくんできました。  

初年度は平成23年10月から、両小学校の2年生合わせて60名余りを3グループに分けて、週一度7週間の「ス

マイルタイム（シルバーライニング）」を実施しました。大熊町の教育長につないでいただいた郡山のＮＰＯ法人コ

コネットマムとの協働事業でした。子どもたちのファシリテーター役を引き受けていただいた読み聞かせボランテ

ィアやその他のお母さんたちの熱心な活動に支えられて、2年目の24年度も継続することができました。  

そして2年目は、実績が認められて、東日本大震災復興支援財団「子どもサポート基金」（第Ⅲ期）の助成を得る

ことができて、リソースのフットワークに弾みがつき、会津若松まで度々出かけることができました。実施状況を

詳細に考察し、プログラムの効果や今後の課題を把握するために、年度末には事業の振り返りの会を実施、ファシ

リテーターの方々からは忌憚のない貴重な意見をいただきました。  

さて、早くも 3年目、25年度が始まりますが、次年度の小学校の 2年生は両小学校合わせて 20余名と伺ってい

ます。親の仕事の都合等で、他市へ転出し、子どもの数が大幅に減少しました。リソースとしては勉強以前の心の

安定の重要性を説かれた教育長からの励ましの言葉を胸に、次年度も全力を尽くしていきたいと思っています。  

とくに学校の先生方との協力関係を構築できるよう努めていくつもりです。どうか、あたたかいご支援を 

たまわりますよう、よろしくお願いいたします。  
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NPO法人 子ども家庭リソースセンター 
○所在地  〒115-0055 東京都北区赤羽西1-33-3  ライオンズタワー907号室 

○TEL/FAX 050-5202-7865 

○E-mail   info@kodomokatei.com 

○URL      http：//kodomokatei.com/ 

○交通機関 JR線「赤羽駅」下車、徒歩３分 

地下鉄南北線「赤羽岩淵駅」下車、徒歩１５分 
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○編集後記 
ＮＨＫの「八重の桜」を見る時に、会津若松に避難している 

大熊町の方々も思い出だしてくれると嬉しいな－（Ｎ） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

編 集：NPO法人子ども家庭リソースセンター 

発 行：NPO法人子ども家庭リソースセンター 
発行日：２０１３年３月１０日 

     「 information
イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

 」 子ども家庭リソースセンターからのお知らせ 
寄付のお願い                                                   

被災児の心のサポートプログラム実施のために、ぬいぐるみや材料費、被災地へ出向く交通費等が必要です。 
皆さまからのご援助をお願いいたします。ゆうちょ銀行にある振り込み用紙から振り込みが可能です。 

＜振り込み先＞ ゆうちょ銀行 口座記号・番号 ００１３０－４－６５１５２２  
                                                     

～ ご意見・ご要望・ご質問等ございましたら、下記事務局あてにお気軽にご連絡ください ～ 

震災後2年目の2012年度福島県大熊町立の小学校では、昨年同様2年生の子どもたちが 

『スマイルタイム』に参加しました。最初「何をするのだろう？」と緊張気味だった子どもたちは、『気持ち』

のすごろくや『ものごとは変わっていく』ことをテーマにしたビンゴゲームなどをしながら、回を重ねるごとに緊

張が解けていきました。ファシリテーターのお母さんたちに守られながら、自分の気持ちに向き合い、友だちとわ

かち合いもしました。ファシリテーターの読む本に引き込まれ夢中になる子、この時とばかりに自由に動き回る子、

どちらの子もスマイルタイムをもっと続けたかったと言っていました。小さな声だった子どもが自分の気持ちをは

っきりと言う、自分が好きになったなど、子どもたちには心の成長がみられました。                            

子どもたちのこのような変化は、ファシリテーターの方たちの丁寧な準備があって得られたことです。毎回、ス

マイルタイムの準備をしてから、実践に臨んでくださいました。終わった後には、子どもの様子を共有しあい子ど

もの理解に努めます。複数の人の目によって、一人では気づかなかった子どものさまざまな面の記録をしました。 

子どもたちの喜ぶ姿や成長に役立つことは、ファシリテーターの方々の喜びともなっています。地域の子どもた

ちが地域の方々の暖かな思いに支えられ、互いの絆は強くなっていくと確信しています。 

                                     

「スマイルタイム研修会」 
大熊サロン－[ゆっくりすっぺ]にて 

ＳＬファシリテーターたちとスマイルタイムの話し合いを 

リソースセンターのメンバーとした。普段はこの場所で 

スマイルタイムの準備をしてから、小学校へ出かける。 

 

  

「スマイルタイムの様子」 
大野小学校にて 

       教室の4隅にわかれ、グループでスマイルタイムは実施。 

ファシリテーターに守られて、子どもたちはリラックスした 

楽しい時間を過ごしている。 

 

 


